
 

 

令和元年度 第１回八千代市観光振興懇談会議事録 

 

１ 会 議 名  令和元年度第１回八千代市観光振興懇談会 

 

２ 日  時  令和元年１２月２０日（金）午後２時～午後３時４０分 

 

３ 場  所  八千代市役所旧館４階 第２委員会室 

 

４ 議  題  ⑴ 観光推進室の取組について 

⑵ （仮称）八千代市観光振興計画について 

⑶ その他 

 

５ 出 席 者  【委員】 

八千代商工会議所まち興し委員会委員長 太田 博 

        八千代商工会議所事務局長 鈴木 智 

        八千代市農業協同組合青年部部長 飯山 知裕 

        八千代市農業協同組合経済部部長 斉藤 等 

        株式会社ＪＴＢ千葉西支店長 瀧上 富雄 

        一般社団法人八千代市観光賑わいセンター理事長 杉山 智基 

        京成バラ園株式会社ガーデン部部長 丸山 和彦 

秀明大学観光ビジネス学部長・教授 市川 友英 

秀明大学観光ビジネス学部教授 木村 義彦 

        市民委員 速水 清 

        市民委員 浜野 俊輔 

 

        【事務局】 

        経済環境部長 豊田 和男 

        経済環境部次長 糟谷 龍郎 

        商工観光課長 渡邉 久貢 

       商工観光課主査 佐藤 裕次 

        観光推進室長 神代 信宏 

        観光推進室主査 齋藤 岳洋 

        観光推進室主査補 三木 朋子 

 

６ 公開又は非公開の別  公開 

 

７ 傍 聴 人  ０人（定員５人） 
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―――――――――  開  会  ―――――――――― 

 

事務局（神代室長） 

定刻となりましたので，始めさせていただきます。 

本日はお忙しい中，お集まりいただきありがとうございます。本日，進行を務

めさせていただきます観光推進室長の神代でございます。よろしくお願いいた

します。 

 会議に先立ちまして，服部市長より委員の皆様へ委嘱状の交付をさせていた

だきます。委嘱状の交付につきましては，会議開催の関係で遅れましたことをお

詫び申し上げます。 

それではこれより，各委員のお名前を読み上げさせていただきますので，呼ば

れましたらその場でご起立ください。 

 

－以下，委嘱状交付－ 

 

事務局（神代室長） 

 以上をもちまして，委嘱状の交付を終了いたします。 

それではこれより，令和元年度第 1 回八千代市観光振興懇談会を開会いたし

ます。 

本日の会議は「八千代市審議会等の会議の公開に関する要領」に基づき，公開

の会議となっております。会議録作成のため，会議の内容を録音させていただき

ますので，ご了承ください。そのため，個人情報に関わる事項や，特定の企業・

団体に利益・不利益となる発言につきましては，ご留意いただきますようお願い

いたします。 

また，実証実験としてＡＩにより議事録を作成するため，マイクを使用しての

ご発言をお願いします。マイクのスイッチを押し，座ったままでご発言ください。 

本日の会議の出席委員は１１名であり，委員全員の出席をいただいております。 

それでは会議開催に当たりまして，はじめに服部市長からご挨拶を申し上げま 

す。 

 

服部市長 

本日は，お忙しい中，八千代市観光振興懇談会にご出席いただきありがとうご

ざいます。 

近年，観光が国の重要な施策として位置付けられ，本市でも４月から取り組み

を進めております。シティプロモーション課を置きまして，市の観光につながる

情報を発信する仕事をさせていただいております。 
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本市では，新川千本桜植栽図マップの作成や，市ホームページでの新川千本桜

の開花状況のお知らせを平成２８年度から始めており，今年の１月から４月ま

での間で，河津桜の紹介ページのアクセス数は約３万５千件にのぼります。 

今後も観光資源の発掘や計画等を市の内外に発信していきたいと思っており

ますので，皆様の忌憚のないご意見をいただき，本市の観光振興に努めて参りた

いと思っておりますので，何とぞよろしくお願い申し上げましてご挨拶にかえ

させていただきます。 

 

事務局（神代室長） 

ありがとうございます。 

次に，委員の皆様のご紹介をさせていただきます。本来であれば，委員の皆様

から自己紹介を頂くところでございますが，議事進行の都合上，事務局からの紹

介とさせていただきます。なお，紹介に当たりましては委員名簿の記載順に紹介

させていただきます。 

はじめに，八千代市観光振興懇談会設置要領第３条に規定されております商

工業団体に所属する委員といたしまして，八千代商工会議所まち興し委員会委

員長の太田博様です。 

 

太田委員 

よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

八千代商工会議所事務局長の鈴木智様です。 

 

鈴木委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

続きまして，農業団体に所属する委員といたしまして，八千代市農業協同組合

青年部部長の飯山知裕様です。 

 

飯山委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

八千代市農業協同組合経済部部長の斉藤等様です。 
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斉藤委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

続きまして，観光関係事業者の委員といたしまして，株式会社ＪＴＢ千葉西支

店支店長の瀧上富雄様です。 

 

瀧上委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

一般社団法人八千代市観光賑わいセンター理事長の杉山智基様です。 

 

杉山委員 

よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

京成バラ園芸株式会社ガーデン部部長の丸山和彦様です。 

 

丸山委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

 続きまして，学識経験を有する委員といたしまして，秀明大学観光ビジネス学

部学部長・教授の市川友英様です。 

 

市川委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

秀明大学観光ビジネス学部教授の木村義彦様です。 

 

木村委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

 



4 

 

事務局（神代室長） 

 続きまして，市民委員といたしまして，ご応募いただいた方が２名おります。

速水清様です。 

 

速水委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

浜野俊輔様です。 

 

浜野委員 

 よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

以上の１１名でございます。よろしくお願いいたします。ここで，市長は公務

のため退席させていただきます。 

 

服部市長 

 それでは，後はよろしくお願いいたします。 

 

─市長退席─ 

 

事務局（神代室長） 

次に事務局の紹介をいたします。先程委嘱状の交付で立ち合いました経済環

境部部長の豊田です。 

 

事務局（豊田部長） 

豊田です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

経済環境部次長の糟谷です。 

 

事務局（糟谷次長） 

糟谷です。どうぞよろしくお願いいたします。 
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事務局（神代室長） 

商工観光課長の渡邉です。 

 

事務局（渡邉課長） 

 渡邉です。よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

商工観光課の佐藤です。 

 

事務局（佐藤） 

 佐藤です。よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

商工観光課観光推進室の齋藤です。 

 

事務局（齋藤） 

 齋藤です。よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

 同じく，三木です。 

 

事務局（三木） 

 三木です。よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

先程もご挨拶いたしましたが，観光推進室長の神代でございます。よろしくお

願いいたします。 

本日の配布資料の確認をさせていただきます。まず，次第，席次表，委員名

簿，八千代市観光振興懇談会設置要領，クリップ留めの会議資料と参考資料と

なっております。配布漏れ等ございませんでしょうか。 

続きまして，会長及び副会長の選出についてでございますが，本懇談会設置要

領第５条の規定におきまして，会長及び副会長は，委員の互選により定める，と

規定しております。また，同要領第６条の規定では，懇談会は会長が招集し，会

長が会議の議長を務めると定めておりますことから，委員の皆様のご意見を頂

戴したいと思います。皆様いかがでしょうか。 
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鈴木委員 

 はい。 

 

事務局（神代室長） 

 鈴木委員，お願いいたします。 

 

鈴木委員 

私の方から，引き続き，地元の大学の教授である市川委員を会長に，副会長

には，商工会議所まち興し委員長の太田委員を推薦したいと思います。 

 

事務局（神代室長） 

はい。ありがとうございます。 

ただ今，市川委員を会長に，太田委員を副会長にというご提案がありました

が，皆様いかがでしょうか。 

 

全委員 

異議なし。 

 

事務局（神代室長） 

ありがとうございます。異議なしということで，市川委員に会長を，太田委

員に副会長をお願いいたします。 

それでは，市川会長には，議長席に席を移動していただきます。お席移動後に，

市川会長，続きまして太田副会長に，ご挨拶をお願いいたします。 

 

―市川会長，議長席へ移動― 

 

議長（市川委員） 

会長にご指名いただきました秀明大学の市川でございます。微力ながらこの

任を賜りたいと思います。皆さんのご協力をもちまして，スムーズな会議進行

にご協力いただければと思いますので，どうぞよろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

ありがとうございます。太田副会長，ご挨拶をお願いいたします。 

 

太田委員 

太田でございます。市川会長の元，一生懸命支えていきたいと思いますので，
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よろしくお願いいたします。 

 

事務局（神代室長） 

 よろしくお願いいたします。これからの議事進行につきましては，会長にお願

いしたいと思います。 

 

議長（市川委員） 

はい。それでは早速でございますけれども，議題に入りたいと思います。着座

にて恐れ入りますが，進行を進めさせていただきます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

議題の⑴観光推進室の取り組みについて，事務局より説明をお願いいたしま

す。 

 

事務局（齋藤） 

事務局の齋藤と申します。議題⑴について，着座にて説明をさせていただきま

す。昨年までと重複する内容もありますが，新委員の方もいらっしゃいますので，

改めて説明をさせていただきます。 

まず，観光推進室の取り組みにつきましては，市の総合計画に位置づけられた

三大祭りへの支援や観光資源の発掘，活用，地域間連携の推進という項目に基づ

き，祭等のイベントの後援，観光情報の発信を中心に進めております。観光情報

につきましては様々な媒体を活用し，幅広く発信することが重要であると考え

ており，市ホームページや広報やちよ，インターネット等により周知を行ってお

ります。 

インターネットを活用し，スマートフォンやタブレットで簡単に情報が得ら

れるツールとして，昨年の１月から運用開始した八千代市観光ガイドアプリコ

コシルやちよについて，説明をさせていただきます。スクリーンをご覧ください。

この観光ガイドアプリは，市内の観光スポットやイベント情報，グルメ情報など

の街歩きに役立つ，約２９０のスポット情報をカテゴリーごとに検索すること

ができるようになっております。こちらはＷｅｂサイトのトップ画面で，主なカ

テゴリーが表示されます。アプリで利用した場合と同様な見た目となるように，

設計されています。 

例えば，「食べる」の中のカフェです。こちらのお店をクリックすると，お店

の情報が掲載されております。この右側の最新情報は，施設からのお知らせです。

このように，お店の方がこのページのオーナー申請をすることで，ご自身の店の

情報発信をできるようになっております。また，一般の方からの口コミもできる

ようになっており，このアプリをスマートフォンで使用する場合は，街歩き用に
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ＧＰＳによるお店までの道案内機能もあります。 

トップ画面に戻りまして，こちらはやっちからのお知らせで，市からのイベン

トのお知らせになります。資料 1 ココシルやちよ利用者数にもまとめてありま

すが，昨年の１月にリリースしてから，８５件の情報発信を行っております。 

こちらは，店舗施設最新情報です。こちらは，やちよ京成バラ園のイベント情

報になります。こちらは，秀明大学ウォーターポロアリーナからの情報になりま

す。 

ココシルやちよの利用者数の推移に関して，資料１のココシルやちよ利用者

数をご覧ください。１１月末までで，延べアクセス数が３万８，２２５件，実ア

クセス数が２万６，７４５件，新規ユーザーが２万３，３４５件となっておりま

す。年度の途中ではありますが，昨年度と今年度を比較して，どの月もアクセス

数が伸びております。例えば，延べアクセスは昨年の４月からの８ヶ月間と，今

年の同じ時期を比較し，約３０％程度増加しております。表の下では，スポット

や市からのお知らせ配信の数をまとめてあります。 

どういった内容を見られているのかについては，資料２と資料３のココシル

やちよのページ別訪問数になります。資料２は１０月，資料３は１１月のトップ

２５になります。１１月の統計を見ると，４位のクリスマスベースボールや８位

の東葉高速鉄道車両基地の車両基地まつり，１１位の黒沢池のたたら祭り，１５

位の焼き芋祭り，１６位のＪＡ八千代市農産物直売所の秋の収穫祭の情報など，

イベント情報の発信に関心が高い傾向があることがわかりました。また，５位の

源右衛門鍋の特集ページにつきましては，この時期に出店イベントがあったこ

とも要因だとは思いますが，毎月上位にランクされています。 

では，どのような方が見ているのかについては，資料４と資料５のココシルや

ちよの地域別訪問数になります。資料４は１０月の，資料５は１１月の統計にな

ります。観光推進室では，まず市内の方に八千代市の観光を知ってもらおうとい

う視点を持って情報発信を行っておりますが，１０月の統計では，市内からのア

クセスが全体の約２割で，一方，市外からのアクセスが約８割を占めており，市

外からも注目されていることが分かってきましたので，参考にしていきたいと

思います。また，市内の方にもっとココシルやちよを知ってもらう方策を検討し

ていく必要があると考えます。以上がココシルやちよの説明となります。 

次に，印旛沼流域かわまち作り計画において，観光振興に関して取り組んでい

ることを報告させていただきます。 

千葉県と公園緑地課が行っている流域の総合的な利活用を推進するかわまち

づくり計画において，令和２年度には阿宗橋周辺拠点の施設整備工事を行う予

定となっております。このことを踏まえ，今年も７月に佐倉市と地域間連携につ

いて協議を行いました。かわまちづくり計画において，船着き場が整備されてき
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た際には，地域間連携を踏まえ，佐倉市観光協会で運行している船を桜の開花時

期に合わせるなど，八千代市でも運航出来ればと考えておりますので，今後も実

施に向けて，佐倉市と協議を進めていく予定となっております。 

また，観光推進室の取り組みではありませんが，八千代市内や近隣自治体の民

間事業者や地域住民などが中心となり，新川ウォーターフロント共同事業体が

結成され，本年度から印旛沼流域の自治体職員や関係する民間事業者と連携し，

新川水辺空間のエリアビジョンの策定等を実施し，人材発掘および情報発信を

行う新川ウォーターフロントプロジェクトが国土交通省の補助を受けて始まっ

ております。こちらにつきましても，かわまち作り計画の施策の推進にあたり，

関連する可能性がありますことから，今後連携を図っていきたいと考えており

ます。 

次に，三木の方から説明をさせていただきます。 

 

事務局（三木） 

私からは，観光推進室で作成した動画やパンフレット，ポスター，観光情報の

発信について説明させていただきます。 

まず，会議前にスクリーンで流しておりました動画についてご説明します。昨

年の４月に市民の安全と地域の発展振興に寄与することを目的とし，県内初と

なる無人航空機ドローンの活用に関する協定を，八千代警察署と株式会社ディ

ーライフとの３社で締結しました。協定に基づき，昨年度はソメイヨシノを中心

とした新川千本桜，やちよ京成バラ園，農業交流センター近くのそば畑に咲くそ

ばの花，八千代ふるさと親子まつりの４本の動画を作成しました。スクリーンに

映しております YouTube の八千代市観光推進室の公式チャンネルに４本の動画

をアップし，ドローンで撮影した八千代市の見どころをいつでもご覧いただけ

るようになっております。今年度については，２月下旬から３月上旬に咲く河津

桜の動画を作成する予定となっております。 

次に，配布資料の八千代ふるさと親子マップをご覧ください。こちらは市制施

行５０周年を記念し，株式会社ゼンリンと市が協定を締結し，市内の事業者など

からの広告協賛により制作したものです。先程齋藤が説明させていただきまし

た観光アプリココシルやちよや YouTube の動画等のＷｅｂ媒体の他に，スマー

トフォンやインターネットに馴染みがない方にも手に取っていただけるように，

紙媒体の観光情報誌として発行したものです。スクリーンの主な配布場所をご

覧ください。平成３０年２月に２万部を作成し，市内公共施設の他に，スクリー

ンに映しておりますように，県内の道の駅や木更津の海ほたる，千葉県主催の商

談会等に配布しており，好評をいただいております。現在，株式会社ゼンリンと

改訂版の制作を進めており，今年度の３月に発行できるように準備をしており
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ます。改訂版の製作に向けてのご意見もいただきたいと考えておりますのでよ

ろしくお願いいたします。 

また，八千代ふるさと親子マップの他にも紙媒体のものとして，観光ポスター

を２種類作成しております。お手元の A４サイズの新川とバラの両面チラシをご

覧ください。住んでいてもなかなか見ることのできない八千代市の素敵な一瞬

を多くの方に観ていただけたらという思いから，昨年度２枚のポスターを作成

しました。それぞれのポスターに使用した写真は，主に市制施行５０周年に行わ

れた八千代景観フォトコンテストの入選作品から選びました。こちらのポスタ

ーは市内公共施設や商業施設，近隣の道の駅，県内の観光施設等に順次配布して

おります。 

最後に，観光情報の発信について説明させていただきます。観光推進室では，

観光アプリココシルやちよや市ホームページ，千葉県公式観光物産サイトであ

る「まるごと e!ちば」からの情報発信の他に，有限会社千葉マガジン発行の「ぐ

るっと千葉」，東葉高速鉄道株式会社発行の「プチトリ」など，各種情報誌への

観光情報の提供を行っております。 

１年を通じ問い合わせ数が多いものが，八千代ふるさと親子まつり実行委員

会との共催事業であります八千代ふるさと親子祭についてと，お手元の資料，新

川千本桜植栽図にあります早咲きの桜，河津桜についてです。毎年２月下旬から

３月上旬に見頃を迎える河津桜は，道の駅やちよ近くの新川沿い４．６キロにわ

たる約７００本の桜並木で，県内でも有数のお花見スポットとなっており，市内

外からのお問い合わせを多く頂いております。 

観光推進室では，平成２８年度から新川千本桜の会との協働により，ココシル

やちよと市ホームページで，桜の開花情報を随時発信しております。スクリーン

に映しておりますアクセス数をご覧ください。こちらは，１月から４月までの市

ホームページでの開花状況の延べアクセス数です。ご覧のとおり，ソメイヨシノ

や陽光に比べかなり多い件数となっており，また，平成３０年春と比較しても約

６千件増え，平成３１年春は，３万４，９５０件のアクセス数となっております。

今年度についても，新川千本桜の会との協働により，来月下旬から開花情報を発

信していきたいと思っております。以上になります。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。議題⑴について説明がありましたけれども，ご意見

を賜りたいと思います。様々な説明がありましたので，少し区切ってお話しさせ

ていただければと思います。 

まずは，一番初めに説明がありましたココシルやちよについて，委員の皆様か

らご意見を頂戴したいと思います。いかがでしょうか。 
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浜野委員 

よろしいでしょうか。２年半前に，私は地元の自治会の会長をやることにな

りまして，そのとき初めて知ったんですね。これを市民の方にはどのように配

布しているのでしょうか。 

 

事務局（神代室長） 

市民の方へ，そのパンフレットの配布状況ということでよろしいでしょうか。 

 

浜野委員 

そうですね。まず，これがどの程度市民に知られているかということです。 

 

事務局（神代室長） 

数字の統計の取り方といたしまして，このアプリへのアクセスというのを基

準としているものでして，市民がというと先程お話しした通り，アクセス数の２

割となっております。全体３万何千件あるうちの２割ぐらいが市民からのアク

セス数という見方になっております。 

 

浜野委員 

もろもろあると思うのですよね。アピールの手段だと思います。 

まず，市民がどの程度こういうことを知っているのかっていうことを，どの程

度所管部署の方で掴んでおられるのか。あまり市民が観光資源そのものを知ら

ない。あるいはこういうものの媒体を見て，こういうものがあるっていうことも

知らないのではないかと思いましたので，その辺の質問をいたしました。 

 

事務局（神代室長） 

私共もできる限りの宣伝をしているのは，市ホームページ，広報やちよ，あと

はふるさと親子祭等の配布物に掲載するとか，そういったアナログ的な宣伝は

比較的やっておりますが，市民の方がどのくらい知っているかということにつ

いては，数字を持ち合わせておりません。あくまでもアクセスの中でこういった

方達が見て頂いているのだな，というところに留まっております。 

 

議長（市川委員） 

 他にご意見等ございますか。 

 

速水委員 

私もすみません。 
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議長（市川委員） 

はい。どうぞ。 

 

速水委員 

一市民なのですけれども，浜野さんと同じような印象で，私自身はスマホを持

っていないですから，インターネットを見ることができないのですけれども。こ

ういうのがあるよというのは，ちょっと前から知っていたのですが，見たことは

なかったです。市民委員になって，初めて１回だけ見ましたが。まず，市民の皆

さんに認知されているという感じはないのかなという気がいたしました。 

 

議長（市川委員） 

はい。ありがとうございました。他に意見ございますか。瀧上委員いかがでし

ょうか。 

 

瀧上委員 

私は，非常にアクセス数が多くて，素晴らしい取り組みだと思っております。

実際に，私の携帯の方で「八千代 観光」と入力をさせていただきます。そこに

ココシルが一番初めに上がってくるような形にもってこれると，飛躍的にアク

セス数が増えていくのではと思います。そうすると，利便性にも繋がっていくの

ではと感じております。 

 

議長（市川委員） 

はい。ありがとうございました。他にございますか。では，私の方から少しよ

ろしいでしょうか。 

まず，このココシルというプログラムは他の街でもガイドアプリを作ってい

ると思うので，他の街と比べて，このココシルやちよの利用数がどの程度なのか。

他の２０万人ぐらいの都市型観光の街において，例えば，このアクセス数が色々

ありますけれども，これが他と比べてどうなのか。それを分析した上で，要はゴ

ールをどこに定めるのか。何十万ビューであれば，一定程度の目標を達成したこ

とになるのか。そういう具体的な目標を立てた方がよろしいのではないかなと

思っています。多分作られた業者さんに聞くと，そういった一定程度のデータを

取れると思いますので，それを参考にしながら，例えば５年後にココシルやちよ

を３０万ビューにしていくとか，そういった形のゴールを定めることを考えて

はどうかと思うことが一点。 

それとちょっと気になっているのが，この散策モデルコースです。本当にみん

な歩いているのだろうかというところですね。こういったものは，やはり作って
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作りっぱなしというパターンが一番まずいので。もし歩いていなければ，なぜそ

うなっているのか。先程委員の方からあったように，認知度が低いのか，それと

もこのコースが悪いのか。こういった散策モデルコースの利用例の情報を，少し

探ってみてはどうかなと思いました。 

他にございますか。それでは，二つ目に説明がありました八千代ふるさと親子

マップについていかがでしょうか。 

 

浜野委員 

はい。これも２年半くらい前に出されたように思いますが，違いますでしょう

か。 

 

事務局（神代室長） 

そちらは平成３０年２月に作成しております。アプリも平成３０年１月のリ

リースなので，同時期に出ております。 

 

浜野委員 

自治会員の全家庭にほしいと思いました。当時２万部作られたと聞いており

まして，カウンターにあるものは持っていっていいですよということで，時々来

てはいただいています。我々の地区は，全家庭に置かせていただくようにしまし

た。それから，転入者にもこれを渡しています。ほとんどの方が持っておられな

かったので，地元民にとっては市の観光が非常にわかりやすいと思っておりま

す。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。 

先程事務局の方から，この改訂版を作る上でのご意見等がもしあればという

こともありましたので，その辺も踏まえて委員の方々からご意見を頂戴できれ

ばと思います。 

丸山委員どうでしょうか。京成バラ園さんも載っているようですが，いかがで

しょうか。 

 

丸山委員 

はい。ちょっと写真がいまいちかなって感じました。すみません。 

 

議長（市川委員） 

率直な意見で，全然構いません。 
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丸山委員 

バラの写真にも力を入れており，この秋に関しても実際にプロのカメラマン

が秋バラを作成させていただいたというような状況です。春のバラが一番いい

と思うのですけれども。この写真のデータは弊社からお渡ししたのかとは思い

ますが，もし改訂版が出るのであれば，またお声をかけていただければと思いま

す。よろしくお願いします。 

 

議長（市川委員） 

はい。ありがとうございました。木村委員いかがでしょうか。 

 

木村委員 

私は八千代という所を今の職場に来るようになりまして，初めて知りました。

他所から見て感じた点でいうと，まず，このふるさと親子マップの親子にこだわ

る意味ってどこからきているのかなと思いました。親子じゃなくても別にいい

のではと。命名的なものですけれども。 

それから八千代市の概要ということで，私が外から見て，八千代という名前は

昔から知っていましたけれども，周りにどんな市に囲まれているとか位置的な

感覚がわからなかったんですね。今でもよくわかってないですけども。特化して

八千代の紹介をするのももちろん素晴らしいんですけれども，県内の位置的な

もの，どういう所と隣あっているのかというような相乗効果的なその位置の把

握という部分で，もうちょっと書いてあるといいと思います。素晴らしい地図が

あるのですけれども，全体的な千葉県の中の八千代はどこっていう説明をする

ことはちょっと難しいなって思ったんですね。そういった認知をしてもらうた

めの工夫というか，こういうところに載せると外から見た点でちょっとイメー

ジが変わるんではないかなという感じを受けました。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。事務局の方，親子マップの命名理由は，何か特別な

ものはございますか。 

 

事務局（神代室長） 

この中のイベント情報にもありますが，八千代市には市内最大の祭りである

八千代ふるさと親子祭というのがございます。これは，市民の皆さんや商工業団

体の皆さん等市民全員で作り上げる祭りということで，約２０万人の来場者を

集める市内一の祭りです。そういった市内全体を包括するようなイメージ，みん

なで作り上げるものですとか。そういったところから，名前を一部頂戴するよう



15 

 

な形で，八千代ふるさと親子マップにしております。 

 

議長（市川委員） 

ご理解いただいたでしょうか。 

 

木村委員 

はい。 

 

議長（市川委員） 

その他にご意見等ございますか。はい，浜野委員。 

 

浜野委員 

先程２万部と申し上げたんですけれど，現在の在庫は。 

 

事務局（神代室長） 

現在の在庫は，大体二千から三千の間ぐらいです。 

 

浜野委員 

そうですか。私は市民用かなと思ったんですよ。市外，県外，海外と色々宣伝

の仕方があると思いますけれど，これはどこに焦点を置いたかというと，多分市

民だろうと思って。全世帯に渡るようにして，全世帯がこれを見て，市内の観光

財産等を知るということが必要なのではないかと思うんですよね。半分以上，６

割から７割の世帯はこれがないと思います。見る機会もないと思います。まずそ

の辺を意識して，今後費用の点もあると思いますが，市内の全世帯に知らしめる

ということ。先程のココシルやちよもそうなのですが，それよりもこちらの方が

インパクトがあっていいと思います。 

 

議長（市川委員） 

はい。ありがとうございました。 

 

木村委員 

あと，一点よろしいでしょうか。 

 

議長（市川委員） 

はい。木村委員，どうぞ。 
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木村委員 

勉強になることがたくさん書いてありますけれども。例えば，私も行ったこと

がない所に行ってみようかなって思ったときに，アクセスについて全く書いて

いなくて，実際にこの公園に行くにはどう行くのかなと。地図見て勝手に行けっ

ていうことなのかもしれないですが。コミュニティバスがあるか存じ上げない

ですけれども，例えば市内の交通機関だとか，そういったものが併せて載ってい

ると，より具体的に行きやすいという感じを受けました。どこにあるのかなって，

分からない感じを受けましたね。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。他になければ，少しまとめたいと思います。 

浜野委員からは，部数の問題ですね。これは予算的な問題も当然あると思いま

すので，何とも言えませんけれども。例えば，その街のるるぶを作るとかマップ

ルを作るという時に，世帯数分を用意しようという話があるのですけれども。当

然のことながらそれが一番理想的とは思いますけれど，予算との兼ね合いとバ

ランスを見てという話にならざるを得ないのではないかと思います。少なくと

も，今回よりはちょっと部数を増やしていただいた方がよろしいかなと思いま

す。 

また，木村委員の方から出ました俯瞰図やアクセスの件も，今Ｇｏｏｇｌｅマ

ップもありますけれど，Ｇｏｏｇｌｅマップを見てでは少し苦しいかなという

感じがありますので，その辺ももしできるようでしたら改定をお願いしたいと

思います。 

丸山委員の方からは，写真のリニューアルの話が出ましたけれども，私は，例

えばこの表紙を見た時に八千代市はどの観光，どの場所を売りたいのかという

ことをはっきりした方がいいと思います。少なくとも，京成バラ園と河津桜，道

の駅，やはりこの辺が中心になってくると思いますので，それをインパクトを持

って出した方が，観光マップとしてはわかりやすいのではないかなと，私はそう

いった個人的な認識を持ちましたので参考にしていただければと思います。 

その他に，皆様の方からどうしてもということがあれば，承りたいと思います

がいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

最後に，その他ですね。八千代新川千本桜の植栽図やポスター，ドローンの件

とか，色々なご説明がありましたけれども，その他について皆様のからご意見が

ございましたら承りたいと思います。 

 

速水委員 

はい。 
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議長（市川委員） 

はい，どうぞ。 

 

速水委員 

新川千本桜は見事で見ごたえがあるのですけれども，この時期，この周辺は佐

倉市から，印西市から，どこでも桜の名所がありまして。同じような時期に，各

市町村で自分の所の桜自慢をされているんですね。期間的にもそんなに長い期

間でもないですし，他の地域の方に自慢することも必要は必要ですけれども，た

くさんの方が来ることを期待できないのでは。時期の問題からして，そんなに力

を入れるのはいかがかなと思うんです。 

そういう意味では，たまたま京成バラ園さんがあるように，バラは時期的にも

いろんな花が咲いたりしますし，そっちの方を一生懸命宣伝した方がお客さん

は集まるのではという気がします。 

それから，桜以外の季節でも人を集められるような。例えば，桜と桜の間に柳

が植わっているとか。今思いつきですが，そのような新たな取り組みも並行して，

他の地域との差別化を図ることを考えるのも一つの案かなと思いました。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございます。その他にご意見等ございますか。はい，浜野委員。 

 

浜野委員 

今の速水さんのご意見も全くそのとおりで。昨日，たまたま予定していたんで

すが，緑化公社の２人を地元の我々が呼び，バラ園の北村社長にお声を掛けまし

た。バラ園から我々の住んでいる緑が丘の駅まで，１．１キロの遊歩道がありま

す。雨が降っていたんですけれども，午前中一時間ぐらい往復しました。バラが

１本もないことを確認しました。市の花がバラで，随分前から１００万本のバラ

構想があったり消えたりしていて。 

私も都心に長く通っていまして，八千代ってバラがある所だろう，京成バラ園

がある所だっていうのは，かなりの人が知っています。その他というと，出てこ

ない。いろんな要素があると思うんですが，我々としては，外から見て住んでみ

たい街にしたい。そして，今住んでいる人から見たら，住み続けたい街にしたい

と思っているんです。他から見て魅力ある街というのは，何かインパクトがない

といけない。そうすると，さっきから言われている河津桜か，現在のバラ。 

我々は，駅の北口に１７０本バラを植えました。５月にローズフェスタという

のを１６年前からやっていまして，その北口のバラが枯れましたので，再生とい

うことでボランティアを再結成して，今５０数名ですね。毎月３０名ぐらい出て
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やりました。１年半後には北口を３００本にしたい。３年で駅前を日本一のバラ

の駅にしようというのが夢です。そこをスタートとして，北口からバラ園に行く

方の２割から３割は，１．１キロを歩いて行かれる。バラ園に行くと１万 3千も

のバラが立派に咲いている。この間の市の道路にバラが１本もない。ここに，何

とかしてバラを。お客さんを迎え北口のバラを見て，歩きながらバラ園に行って

バラを見て。往復の時に，例えば途中にアーチがあったり，フェンスにバラがあ

ったりということを地元の人と確認しながら，市の方に働きかけ，あるいはバラ

園や東葉高速にもお話して，一緒に取り組んでいこうとしております。 

併せて，村上駅と八千代中央駅にもバラがございます。これも十数年前からバ

ラを植栽し，土木管理課の所有地でボランティアがやっていたんですけど。 

 

議長（市川委員） 

浜野委員，少し手短にお願いいたします。 

 

浜野委員 

我々としては，八千代台を含めた各駅がシーズンにはバラで皆さんを迎えて，

バラを見ながら帰っていただく街にしたい。あるいはバラ園に向かって歩く道

もそういうふうにしてみたい。 

要するに点から線へ線から面へということで，街そのものが何かインパクト

にして，資源を集中して観光政策を起こしていただきたいです。一点集中型にし

てやっていただきたいというのが，私が今回の審議会に出た理由で，地元の人達

もかなり賛同していただいているということをお願いしています。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。他にございますか。 

 

木村委員 

よろしいですか。 

 

議長（市川委員） 

はい。どうぞ。 

 

木村委員 

私もバラ園があること自体は，何年か前から知っていました。ただ，それが八

千代市にあるっていうことは，こちらに仕事で来るようになって初めて知りま

した。一般的には結構有名ですけれど，京成バラ園イコール八千代っていうイメ
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ージを東京の方の人とかはあまり持っていないような気がするので，もうちょ

っと八千代にあるんだぞっていう，そういう発信をしてイメージ付け，宣伝する

ことで相乗効果を。京成っていう方が頭にきてしまうので，八千代との連動性を

もう少し高めた方がいいのではという感じを受けました。 

 

議長（市川委員） 

農業関係からいかがでしょうか。飯山委員あるいは斉藤委員，いかがでしょう

か。よろしくお願いします。 

 

飯山委員 

先程のココシルのアクセスで，農協の直売所とか収穫祭とかもありましたが，

それもイベントか何かに入れてもらえれば，集客に繋がるのではないかと思い

ます。 

 

斉藤委員 

新川千本桜の話ですが，河津桜は多分近くにあまりないのではないのかなと

思われます。やはり，早い時期の桜はアピールの一つだろうなと。多分，去年も

そういう話をしましたよね。バラもいいとは思うのですが，河津桜がせっかく綺

麗に咲くようになったんですよね。そちらの方も見ながら，やっていただければ

なと思います。 

また，八千代の農産物はなしがアピールになるのかなと思いますので，なしに

関することがもうちょっと何かできればと思っています。以上です。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。少し出揃ったと思いますので，まとめたいと思いま

す。 

速水委員の方から，非常に際立った意見が出ましたけれども。後ほど話がある

と思いますが，今後の八千代市の観光振興計画にそういったものをどのように

反映させていくのかということを対応していければいいのではないかと思いま

す。   

また，木村委員の方から出ました八千代市のブランディングですね。京成バラ

園という素晴らしいキラーコンテンツが，うまく八千代市というイメージと合

っていないと。そういったことも，今後の観光振興計画の中で，少しアジャスト

していけばいいのではないかと思います。 

先程，斉藤委員の方からありましたように，新川千本桜のソメイヨシノは同じ

時期に咲きますので，そこはまだこれからではないかと思いますけれども，少な
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くとも河津桜については，静岡の河津桜と同じ時期にここで咲いて，しかも早咲

きということでお客さんも増えているということを考えれば，河津桜をもう少

しアピールしていけばいいのかなと。その次に，この新川千本桜というところに

繋がっていくのかなと思います。そういったところも，今後の観光振興計画等に

反映させていただければ，と思っています。 

他になければ事務局に戻したいと思いますが，よろしいでしょうか。それでは，

八千代市の観光振興計画について，事務局よりご説明をお願いいたします。 

 

事務局（齋藤） 

議題⑵（仮称）振興計画策定について，説明をさせていただきます。 

まず，資料６「（仮称）観光振興計画 策定の概要」をご覧ください。昨年の

懇談会でもご意見を頂いておりますが，現在観光推進室では，本市の観光を今後

どういった方向性を持って進めばいいのか，ビジョンを定め，効果的に施策を進

められるよう，計画の策定について検討を行っております。 

「策定の趣旨」は，１に記載のとおり，本市の目指すべき姿を定めるために策

定するものです。２の「計画の位置付け」は，市の総合計画の観光部門として，

具体的な施策を定める行動計画となります。３の「計画期間」は，市の次期総合

計画及び次期総合戦略に沿って進められるよう，令和３年度からの５か年を予

定しています。４の「策定スケジュール」は，後ほど説明いたします。この計画

を策定するための「策定体制」は，５に記載のとおり，懇談会で意見を伺いなが

ら，事務局で素案を策定する形となります。また，懇談会の下部組織として，市

内の観光に関わる事業所や団体，市の若手職員を集め，ワークショップを開催し，

幅広く意見を募ることを予定しております。 

この計画策定の事前準備として，本市の有する観光資源の魅力を洗い出すた

めに，観光振興計画策定に係る観光資源の基礎調査を進めております。資料７は，

その観光資源調査の一覧になります。今年の１０月から来年３月までの調査の

報告については，来年度の懇談会でご報告する予定です。また，来年度も４月か

ら９月までの資源調査を行う予定のため，委員の皆様からもおすすめなどがご

ざいましたら，ご意見をいただきたいと思います。 

この計画策定を定めていく日程案が，資料８の「（仮称）観光振興計画策定ス

ケジュール・案」になります。こちらの表は，懇談会と事務局の今後の大まかな

事務の流れをまとめてあります。上の段の懇談会としては，来年５月に１回目を

開催し，観光資源調査の結果報告や現状と課題の整理を行っていきたいと考え

ております。その後，１１月頃までに２回会議を開き，素案を作成していきます。

下の段が，事務局の大まかな流れです。目安としては，再来年の１月にパブリッ

クコメントを実施し，幅広く市民の方から意見を伺い，３月中に冊子作成まです
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ることを予定しております。日程は目安ですので，１か月程前後する可能性があ

ります。また，予算に影響されることもありますことを申し添えます。 

 

事務局（神代室長） 

今の説明について，私の方から少し補足をさせていただきます。 

前回，平成３０年度の観光振興懇談会において，こういった計画策定に向けて

の人材登用ということで，外部の方から任期付き職員を雇用した上で，その方と

一緒に色々な資源調査等を進めていこうという計画がありますということをご

説明いたしました。その後募集を行ったのですが，残念ながらこういった計画策

定に向けてやっていただけるまでの人材の雇用には至りませんでした。 

今年度４月からスタートしようとしていた部分につきましては，若干この部

分が遅れている状況でございます。それを今後どのようにしていこうかと考え

たところ，今の会長でおります市川先生の方と相談させていただいた結果，市川

先生の方に観光資源調査，計画策定に向けての準備段階を含めたものをお仕事

として委託するような形をとり，現在一緒に進めている状況でございます。補足

として，ご説明申し上げます。 

議題⑵の説明は，以上です。ご意見等いただければと思います。よろしくお願

いいたします。 

 

議長（市川委員） 

はい。ありがとうございました。 

議題⑵について説明がありましたが，様々な観点からご意見を頂戴したいと

思います。太田委員いかがでしょうか。 

 

太田委員 

是非，計画通りにやっていただきたい。 

速水委員が言っておりましたけれど，バラもそうですし，桜もそうですが，八

千代市は色々なことを個々ではやっているんですね。それが広く，広まらない。

例えば，私は源右衛門祭というのを１６，１７年やっておりますし，杉山委員は

八千代新川千本桜まつりをやっております。新川については非常に長い間関わ

ってきております。だから，先程の桜はもういいっていう話はちょっと聞き捨て

ならないなと思いました。 

桜については，やっぱり新川は八千代の大変な資源だと私は思っています。も

う二十何年間掃除をしながら，県議さん等に遊歩道をもっと広くしてくれ等

色々お願いをしてきました。今台風の影響で，桜が２００本ぐらい倒れておりま

すので，来年は私共も関わっていき，桜を満開にしたいという思いがあります。
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バラなどと同じような思いが私どもにもありますので，是非そういうものも含

めた計画で，実行に移していただきたいなと思っております。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございます。鈴木委員いかがでしょうか。 

 

鈴木委員 

はい。今色々なお話が出ましたけれども，やはり何か核となるものがやっぱり

必要なのかなと思います。 

私はこちらに勤めて２７年ぐらい経つのですけれど，違う所に住んでおりま

す。やっぱり八千代っていったら何というのが，他に聞いてもなかなか結びつか

ない。バラや桜など色々な資源があると思いますので，その辺はある程度絞った

形で街をＰＲすることによって，例えば，商工業の皆さんにおいても，それを使

った食材とか，そういったものができたりして，色々なブランドの品ができると

思いますので，あんまりバラバラですとなかなかいいものができないと思いま

す。その辺はある程度絞り，この八千代ふるさと親子マップにバーンと出てくる

ような形であれば，また市民の感じ方も違ってくると思いますので，その辺をう

まく進めていければと思っております。以上でございます。 

 

議長（市川委員） 

はい。ありがとうございます。杉山委員いかがでしょうか。 

 

杉山委員 

私共は，一般社団法人の八千代市観光賑わいセンターという，民間から八千代

市の観光事業について情報収集したり，情報発信をしたりといったことを行い

たいと思い，団体として３年ちょっと活動しております。なかなか思うように会

員が集まらないということもあり，来年の４月 1 日から観光協会に名称変更を

させていただいて，そして多くの市内業者さん含め会員を募って，民間からの観

光発信事業をしていこうと思っております。 

観光振興計画の中に民間の観光協会の位置付けも入れていただいて，行政が

なかなかやりづらいこと等があれば，民間として我々がフットワークよく連携

をして，一緒にやっていければいいと思っております。計画の中に，是非入れて

頂ければ幸いだなと思っております。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。瀧上委員，旅行業の観点から何かございますでしょ
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うか。 

 

瀧上委員 

はい。まず，これから目指すべき方向性，あるべき姿というのを策定されると

思います。そこが肝になると考えております。このあるべき姿が明確になれば，

次はどこをターゲットにしていくのか，市内，市外，インバウンド，男性，女性。

そういったところをきちっとセグメントしていくということが，非常に重要で

あると感じています。その上で，この観光資材についてもどこに，誰に，どのタ

イミングで，どんな手法でアピールしていくのか，こういったことをこれから具

体的に考えられれば，より良いアピールができるのではないかと考えておりま

す。以上でございます。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。その他にございますか。 

 

浜野委員 

よろしいでしょうか。 

 

議長（市川委員） 

はい，どうぞ。 

 

浜野委員 

私は市民団体のボランティアセンターの運営委員をやっていまして，地元で

誰がこの街をつくるんだとよく話しています。街づくりということですね。例え

ば，環境の問題にしても，観光にしても，市に任せている。一番重要なのは，住

んでいる市民が意思を持ってそこに参加していくということ，その土俵作りが

一番必要なのではないか。誰が見てもそれはいいなと。自分もそこに参加してみ

たいなと。千本桜もそうでしょうし，なぜ現在ここに来ているかっていう。会長

さんとも何回かお話しして，我々の運動へご意見をいただいています。一方では

行政の批判をしたりするんですけれど，行政と市民が一体になるような街づく

りをしていく。それが観光資源になると思うんです。ですから，住んでみたい街

八千代だとか，あるいは，住んでいる人は住み続けてみたい街八千代だとか。そ

ういうふうに，行政と市民が常に一体となるような取り組みをしていただきた

いと思います。お互いに批判者であったり，できない理由をぶつけるのではなく。

それが一番今ボランティアをやる中で，重要だと思っております。 
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議長（市川委員） 

はい。ありがとうございました。少し取りまとめたいと思います。 

 

速水委員 

よろしいでしょうか。 

 

議長（市川委員） 

はい，どうぞ。 

 

速水委員 

今までの活動の経歴を見ますと，やはり観光資源の発掘というのが毎年のテ

ーマとして上がっておりますが，観光資源といっても目玉となるものが八千代

市にあるわけではなくて，一般の近隣市と差はないと思います。そんな中から，

何かを見つけ出して，磨き上げて目玉にしていこうという戦略だと思うのです

が。それはそれで結構だと思いますが，ただ観光資源を発掘するだけじゃなくて，

戦略ですよね。これから５年間何をやっていくのかと。 

一つは，他から来ていただくには，私達も出かけるというか。なぜこんなこと

を思ったかというと，新川ってちょっと調べてみると江戸時代から歴史があっ

て，やっと新川を作ったんですね。その辺の神社に行くと必ず月山や出羽三山に

行った記念碑とかが置いてありまして，何でここら辺の人が行くのかと思って

調べました。江戸幕府から言われて庄内藩が来て，他の藩も来たんですけれど，

一生懸命新川を掘らされるんですね。結局江戸時代に新川はできなかったんで

すけれど，いろんな人達の血と汗があって，利根川が溢れてこの辺が水浸しにな

って新川を作ればと。その時に，源右衛門さんが一生懸命努力されている。源右

衛門さんの歴史を掘れば掘るほど面白く為になるんですけれども，そういった

ことを一般の方はほとんど知らないと思う。小学校や中学校でそういうことを

教えているのかどうかわからないですが。 

今までの方は，八千代の方が出羽の山形県に行っているのですが，山形の方達

がこちらに来ているかというと来ていない。色々お世話になった江戸時代はあ

りがとうございました。来てくださいってそういった呼びかけです。理由はなん

でもいいんです。同じ八が付く都市だから来てみませんかとか。そういう八千代

市以外から来ていただけるような環境を作って，来ていただけるような活動も

やっていくことも必要なのではないかと。ただ観光資源を発掘して来てね来て

ねって言うのではなくて，私達から出かけて行って，お返しというかなんていう

んですかね。じゃあおまえの所に行ってみるかというアクションも，戦略の一つ

にあってもいいのかなという気が致しました。 
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議長（市川委員） 

ありがとうございました。他にございますか。はい，木村委員どうぞ。 

 

木村委員 

イメージアップが非常に重要だと，今日感じたところなのですけれども。ただ，

観光資源というのは限られていて，新しく増やすことはなかなか難しいですよ

ね。今あるものをどうするかということで。そんな中で，やはり順位づけとかピ

ックアップが非常に重要だと思うんですね。例えば，誰もが知っているものがい

くつかあるとすれば，京成バラ園さんなんかはポピュラーなものだと思うんで

すけれど。その活用ということで，例えば，最近ライトアップは全国的に非常に

人気がありますよね。冬になると夜，バラ園さんはライトアップをされていない

ですよね。 

 

丸山委員 

当社の入園者数は現在年間１５万人ぐらいで，多少はありますけれども，ほぼ

増減はないです。そこを何とか２０万人まで，プラス５万人を目標に何ができる

かということで。春は渋滞で迷惑をおかけしていますし，ライトアップというよ

りかは夜間ですね。夜間営業を何とかならないかと。 

夜間営業をするためには，何が必要なのか。ライトかなと。今，うちのバラ園

はライトがないんですね。夜になったら，歩けないくらい真っ暗。そこでライト

をつけて，ライトアップみたいな感じになるのですかね。夜間営業を考え，数年

間の中で実行し，何とか２０万人を目標にやっていきたいなと考えております。 

 

木村委員 

私が見てきた中では，足利フラワーパークさんがあんなに人が増えるなんて。

私は２０年程前から知っていましたけれども，はっきり言って花咲く時期も何

なんだろうって。やっていけるのかなと思う程の所だったんです。今は逆に，こ

の時期にわざわざこっちから車で行く人も多いですよね。 

例えば，先行投資のお金の問題もあるので何ともいえないですが，ゆくゆくは

京成バラ園で，冬はバラが咲くかわからないですけれども，冬でもライトアップ

で見られるとかね。何かそういうインパクトのあるものが一つ二つとでき始め

ると，相乗効果で八千代のイメージが定着していくのではと思います。 

京成バラ園さんもいらっしゃるので，申し上げたところですが。他にはちょっ

と見当たらないので，せっかくある資源としては，これから非常に可能性がある

のではないかなと思ったのが，京成バラ園さんです。 
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議長（市川委員） 

ありがとうございました。 

 

浜野委員 

よろしいでしょうか。さっきの親子マップのバラ園さんの下にローズフェス

タというのが載っているんですけれども，今年の５月に２日間地元で行いまし

た。１日だけ発電機でライトアップをやりました。１５万かかりましたかね。ラ

イト買ってきまして，１５０本のバラを照らしました。デッキが上にありますの

で，ここから見た景色が大変綺麗です。午後６時半から１０時までやりました。

これをぜひ 5 月・6 月にやりたいと，市の方にも交渉しているんですけれども。

非常に綺麗ですね。地元の人達も大変喜んでくれました。ただお金がかかりまし

た。 

 

議長（市川委員） 

はい。いろんなご意見が出揃いましたので，少しまとめたいと思います。 

まず，瀧上委員の方からお話しのあった観光マーケティングですね。何を見せ

て，どこの人に，どのように来てもらうのか，という観光マーケティングの基礎

的なところですね。そういったところを観光振興計画の土台にしていかないと

最終的な方向性が定まらないだろうと思います。どこの誰にどのような目指す

べき姿にするのかということを，まずしっかりと確認した上で進めていかなけ

ればいけないのではないかと思います。 

そして，最も重要なのは，そういった中で地域ブランドをどうやって作ってい

くかという話ですね。京成バラ園さんの話が多々出ましたけれども，あるいは皆

様の取り組みも拝聴させていただきましたけれども，そういった意味では，キラ

ーコンテンツをどうやって八千代市の新たな地域ブランドとして育てていくか

ということも，観光振興計画の中には盛り込まないといけないのかなと思って

います。 

観光協会の杉山委員がお話しをしましたように，今民間の力で頑張っている

ものを，是非とも観光協会という形にして。多々，観光協会，その上のＤＭＯと

かＤＭＣとそこまで進化しておりますので。そういった点ではまだ観光協会が

できていないという状況を踏まえて，観光協会というものをしっかりと作った

中で，活動の中心に来ていただくということがベストではないかなと私は個人

的に思います。 

また，市民が参加するということとか，あるいは双方向の交流が必要なのでは

ないかと思いますけれども，最終的に目指すのはやはりこの街に住んでよかっ

たというシビックプライドの醸成ですね。市民が，私の街は非常に良い街だねと。
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そういった中に，この観光があらゆるところで紐づいているというのが，我々が

目指すべき観光の一つの方向性ではないかと思います。そういった点において

も，皆さんの意見を観光振興計画にうまく盛り込みながら，最終的にシビックプ

ライドの醸成というところに帰結できればよろしいのではないかと思います。 

先程，神代さんの方から説明がありましたけれども，去年，観光振興計画を立

てるべきではないか，それについてはしっかりと人材を育成するべきではない

かということを言っていたら，私の方に振ってきまして，たまたま今お手伝いさ

せていただいております。これからは，先程のスケジュールにございましたよう

に数回の懇談会を経て，皆様の意見を取り入れながら観光振興計画を立ててい

くとし，市が勝手にやっていくものではありません。あくまで市民の方々の代表

である皆様のご意見も盛り込みながら，スケジュールを進めていくことになり

ますので，皆様からの忌憚のないご意見を多々頂戴して，よりよい観光振興計画

にできれば良いのではないかと思っています。 

他にご意見がなければ，最後に一言ずつ八千代市の観光についてでも構いま

せんし，今ご自身が取り組まれていること，あるいは気付き，何でも結構でござ

います。多少手短に１人ずつご意見をいただければと思いますのでよろしくお

願いいたします。それでは副会長である太田委員の方からお願いします。 

 

太田委員 

私どもは街づくり市民の会というものを２４年間やっており，来年２５周年

を迎えます。先程お話ししましたけれど，新川の掃除から始めた会でございます。

速水委員がお話ししていましたけれども，染谷源右衛門さんについて非常に興

味をもちまして，それで源右衛門祭というものを始めました。２メーターの大鍋

で 5,000食できるのです。それが今大分浸透してきております。 

その矢先に，今年の台風の影響で，桜の木が２００本近く倒れてしまった。桜

の会の皆さんとお話しをしたところ，非常に今人手が足りない，予算がないとい

うことでした。それについて，来年は協力しながら，新川の桜を満開にする事業

をしたいなと私は思っております。私の会を上げてやりたいと思っております。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。鈴木委員，お願いいたします。 

 

鈴木委員 

時々，私は J:COMで船橋・八千代・習志野を取り上げた番組を見ていまして，

前回は杉山委員のお店にも市長が行かれていたので，ちょっと見ていたんです。

そういった中，私も気付かないような所が色々出ていて，その辺ももう一度確認
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していきながら，何かに結びつけていければいいのかなと思います。 

またテレビの話になってしまうのですが，先週モヤモヤさまぁーずという番

組を見ていまして，たまたま船橋の話題だったんです。芸人の方とアナウンサー

が，船橋は来たことあるけど，あんまり印象にないねっていうようなコメントを

していました。船橋でもあんまり印象がないんだと思いまして，そういった中で

八千代って先程もお話ししましたけれども，どういった印象があるのかなと番

組を見て思いました。 

ですから，やっぱり何か八千代といえばというものが，何か一つ作れないかな

というところですね。私も常々思っていますので，やっぱりそれを懇談会の中で，

何か一つ，そういったものの方向性が見えていけばいいのかなと思いますので，

私も微力ながらお手伝いさせていただければと思います。以上でございます。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。飯山委員，お願いいたします。 

 

飯山委員 

初めての参加ということで，まだ詳しいことはわかっていないんですけれど

も，これから観光についてここで学んで，微力ながら協力できればと思っており

ます。よろしくお願いします。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。斉藤委員，お願いいたします。 

 

斉藤委員 

委員になって３年目になるのかと思います。常々うちの組合長が，八千代の観

光資源は何だっていう話をすると，やっぱり新川だろうとずっと言っておりま

す。新川を起点にして何かをやれば，八千代のためになるだろうという話はよく

言っておりますので，そちらの方もよろしくお願いしたいと思います。 

また，私は釣りが趣味で，八千代だとヘラブナが冬の時期に結構釣れます。昔

は，新川で釣りの大会をやっていたと思うんですが，環境問題もありますし，か

なりマナーの悪い釣り客もいるので何ともいえないんですけれど，そういった

何かを検討いただければと思います。以上でございます。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。瀧上委員，お願いいたします。 
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瀧上委員 

街の魅力作りは，見る・食べる・楽しむだけでなく，地元の企業さんも一体と

なってやる必要があるということで，実は多くの自治体では地元の企業を知ら

ないということが多々あります。八千代においても，魅力ある企業が間違いなく

ある。 

先程歩いてきたら，ボルダリングの施設がありました。これを全体でどれぐら

いの方が知っていらっしゃるのだろうと。ボルダリングといえばスポーツ。街を

活性化するには，これから間違いなくスポーツも絡めていかないと振興はでき

ない。例えば，八千代総合グラウンドの有効的な使い方ですね。あとは，先程木

村先生がお話しされた他の近隣自治体との相乗効果を狙って，船橋日大前には

船橋アリーナがあり，全国的にも知名度の高い船橋ジェッツがある。こういった

ものを一緒に絡めて，相乗効果を狙っていくとより良い魅力が発信できるので

はないかと思っております。以上でございます。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。杉山委員，お願いいたします。 

 

杉山委員 

是非観光協会にしていきたいというお話しをさせていただいたのですけれど

も，地元の企業が活性化するような仕組みを我々で作って，地元の企業が観光に

よって今までよりも売り上げが上がったとか，よくなった，新しいビジネスチャ

ンスに繋がったというようなことで，八千代市の街づくりに貢献していきたい

と思っておりますので，よろしくお願いいたします。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。丸山委員，お願いします。 

 

丸山委員 

初めて参加させていただきました。皆さんに何回も京成バラ園，京成バラ園と

お声を出していただきまして，光栄に思っております。 

私事なのですけれども，私は入社２８年で，八千代市民になっても２８年。２

７年間は卸売を主に担当していましたので，八千代をほぼ考えず，全国に目を向

けて仕事をしてきました。２８年目にして初異動ということで，今年の６月に卸

売から小売りの分野，ガーデンセンターとバラ園の担当になりました。そうする

とですね，やはり地元の大切さを痛感致しました。ちょっとデータ的なお話しに

なるのですが，私が配属になる前の今年の春です。ローズフェアには，約９万１
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千人来ていただきました。その中でアンケートを回答していただいたのが約５

千２百人で，男性が３％，女性が７０％。どこから来ましたかに対する答えは，

関東が９６％を占めています。その９６％がどこから来たのかというと，千葉県

が６１％。千葉県のどこから来たのっていうと，千葉市，船橋市，八千代市とい

う順番で，この３都市で４７％。やはり地元でもっているなと痛感させていただ

きました。そして，ちょっと悲しかったんですけれど，その５千２百人のアンケ

ートの中で，今までの来園回数を聞いたんですね。そうしたら，４１％の２千百

人が初めてという回答でありました。初めてが４０％もいるというところに，ま

だまだこれから，地域密着型で集客について考える余地があるのではないかと

考えております。よろしくお願いいたします。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。木村委員，お願いいたします。 

 

木村委員 

今日，初めて参加させていただきまして，大変勉強になったと思います。実は，

私が住んでいるのは埼玉県の浦和なんですね。そこと比較したりすることもあ

るのですけれど，この街を好きになって，少しでも役に立てていければと思いま

す。 

いろんなことを羅列するのは簡単なんですけれども，何か一つ二つの代表し

たこの街の何か。さっき鈴木委員もお話ししたように，そういった何か確固たる

ものを。焦っても仕方がないんですけれども，そういうのを作り上げられたら，

そこを元にしてまた次ということで，欲張り過ぎずに地に足をつけて一つずつ

何か考えられたら，より良い方向に八千代という街が知名度も上がっていくの

ではないかなと思います。 

浦和も私が住み始めた頃は何もなく，あまりイメージも湧かなかったんです

ね。だけど，ある一つのスポーツチームのお陰もあって，浦和はほとんど浦和レ

ッズしか知らないぐらいだったのが，最近は色々な努力をしたと思うんですね。

市としてもね。ですので，そういった成功例とかをやっぱり勉強していく必要が

あるかと思います。 

桜も素晴らしいし，ちょっと２００本残念ですけれど。私は染井吉野桜の発祥

の地であります東京の駒込というところで生まれ育ちまして，非常に小さい頃

から桜に縁があるので，桜を育てていくことについては，陰ながら応援させてい

ただきたいと思います。 
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議長（市川委員） 

ありがとうございました。速水委員，お願いいたします。 

 

速水委員 

私も個人的には斉藤委員と同じように，八千代市で一番好きなのは新川で，新

川から印旛沼にかけてというのは，縄文時代から古代人が住んでいたそうで，そ

れなりにどこか住みやすいところがあって，今に至っているんだと思っており

ます。 

先程のマップの中に，色々なコースがあります。私も自転車で何ケ所か試しに

行ってみたんです。やると非常に面白いんですけれど，実際に行くと途中で休む

所がなかったり，東屋がこの辺にあったらいいなとか，飲み物が補給できる所が

あったらいいなと，実際にやってみると色々気が付くことがあります。 

最近テレビで見たんですけれど，印旛沼にカミツキガメっていると思うんで

す。ワニガメですかね。実はアメリカが原産地で，アメリカのミシシッピの上流

にいるらしいんですが，今アメリカではカミツキガメが絶滅危惧種になってい

ますね。なぜ絶滅危惧種になっているかというと，みんな美味しいから食べちゃ

うんですね。食べちゃって，アメリカでは絶滅危惧種ということは，あのカメっ

て美味いんだって初めて知りました。ある意味これはもう，かわまちづくりと。 

今，佐倉市と一緒にやっているそうですが。 

実際に，ミシシッピの上流に行って，実際どんな食べ方をしているのかを調べ

て，これを地元に持って帰って日本風にアレンジするっていうのも一つのアイ

デアかなと思います。うなぎだけじゃなくて，これからはカミツキガメも名物に

すればいいのかなと，ちょっと思いついたりして。色々アイデアは沸いてくるん

ですが，よろしくお願いいたします。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。浜野委員，お願いいたします。 

 

浜野委員 

現在，緑が丘に住みまして３６年目です。牧場の中にできた街で，いろんな方

が住んでいます。現在７４歳になりまして，あと何年元気でいられるかわからな

いですが。いろんなきっかけがありまして，いろんな人が一つの方向に向かって

よかったなっていうのは何かと思いまして，一つは緑豊かな美しい街という環

境じゃないかな。もう一つはですね，みんなが集まって，ふるさとを作りたい。

ふるさとがないものですから，牧場の中でできた街なんで 15,000人。みんなで

お祭りやろうじゃないかと。この二つができたら，卒業かなと。 



32 

 

先程申し上げましたように，自分に何ができるかとみんな考えて，誰かがつく

る街じゃなくて，自分たちが頑張ればいい街になるんじゃないかって。そういう

ところではないかと思っています。行政と住んでいる人たちが一体になって作

り上げ，良い街になれば人は来る。人が住み続けるっていうそういう街になるん

じゃないか。それは，観光も人を呼ぶ一つだろうと思います。そういう思いで今

皆さんとやっているつもりです。よろしくお願いします。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。 

最後に，私の方から少しお話しをしたいと思います。それぞれの立場から，皆

さんに貴重なご意見をいただきました。本当にありがとうございました。 

私は縁がありまして，このように観光資源の調査に携わっております。皆さん

いろんなご意見をお持ちでしょうけれども，今の時代は如何なるものも観光資

源になる。如何なるものでも，人を呼ぶチャンスがあるということですね。 

先程，カミツキガメの話が出ました。私も，それが絶滅危惧種とは全く存じ上

げませんでした。日本で言えば，スッポンしかカメは食べないんですけれども，

それを逆手にとるとそういうことになっていく。つまり，ここにしかいない。オ

ンリーワンですよね。 

あるいは，京成バラ園さんは今関東ではナンバーワンのバラの評価を受けて

いますけれども，やっぱりナンバーワンとか，オンリーワンとか，あるいは本物

であるというようなことですね。そういったことを，もっともっと発掘できるん

ではないかなと思うんですね。そういった点では，どれをブラッシュアップして，

今あるものをさらに磨いて輝かせるかということと，全く人が知らなかったも

のをもっともっとより深く，発掘しなければいけないんではないかなと思いま

す。 

八千代市に住んでいる方はそんなものがと思われるかもしれませんけれども，

ここは第一空挺団のパラシュートが見れますね。こんな街は日本でここしかな

いですよ。でも，地元の人はあんなものがって言われるんですよね。そこに，先

程木村委員も申し上げたように，よそ者の感覚として入っていくと，実はいろん

なものが見えてくるということがあると思うんですね。 

私も他所者ですから，他所者の感覚でこの街を見て，どういったものが今後こ

の街にとって観光資源になるのかということを，ある意味では厳しい目で，ある

意味でプロの目で，皆さんといろいろ作れればいいなと思っています。 

先程，瀧上委員の方からは，スポーツツーリズムというのがあるっていうこと

もありました。ですから，観光資源はいろんなものがあるんですよね。そういっ

たものをしっかりと見つめながら，この八千代市の地域ブランドをどのように
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していくかということを，皆さまと今後真剣に考えていきたいというふうに思

います。 

まだまだ観光地としては，後進地域だと思います。そういう点では，木村委員

からありましたように，周りの街々とどんなふうに絡んでいくのか。広域連携で

すね。先程，川ということで佐倉市と連携をするという話がありましたけれども，

では，習志野市とはどうなんだ，船橋市とはどうなんだ，あるいは白井市とか。

それぞれの観光コンテンツをうまく利用しながら，我々のプレゼンスを高める

こともやはり不可欠ではないかという感じがいたします。そういった諸々のこ

とを，皆様と今後とも取り入れながら，よりよい観光振興計画等々ができればと

思いますので，何卒よろしくお願いします。 

それでは，議題の⑶その他について委員の皆様から何かございますでしょう

か。よろしいですか。議題がなければ，事務局から何かご連絡事項がありますで

しょうか。 

 

事務局（神代室長） 

はい。連絡事項は特にございませんが，本日は大変貴重なご意見をいただきま

して，誠にありがとうございます。 

八千代市のあるべき姿やどういったものを目指すのかという部分をきちんと

定めなければいけないということですとか，情報発信がまだまだ足りていない

ということ。我々も情報発信は大事だと思い，それなりにやってきましたが，ま

だまだ足りていないということは十分認識しております。今後もその部分につ

いては進めていきたいと思いますが，同時に，情報発信をすると人がある程度来

ます。来た時にどういった受け入れをするのか，インフラ整備も同時に考えてい

かないと，お客さんが来ても，何これって言われてしまえば悪い評価になってし

まうので，そうならないようにバランスをよく取らないといけないと，最近常に

感じているところでございます。そちらについては，先生が言われた通り，計画

の中にきちんと盛り込んで，どういった整備をしていくのかということも踏ま

えて進めていきたいと思います。 

その整備を進める中で，他市，特に隣接している船橋市，佐倉市とは，観光資

源としても連携しているところでございます。佐倉市は印旛沼で繋がっている

ところから，船の接続やサイクリングロード，そういった繋がりをもっと連携し

ていきたいということで，前々から協議を進めているところでございます。そし

て，船橋市とは，船橋観光協会が主催したバスツアーを２０１７年の初めの頃か

ら，毎年何本かツアーを組んでいただいております。桜，バラ，八福神，道の駅

といったメニューを船橋市のメニューと組み合わせて，お客様もそれなりに来

ていただいているというふうになっております。 



34 

 

それを今後進めていくためにも，インフラ整備がどうしても必要だなとか，八

千代市をどう売り込んでバスツアーをもっと増やしていこうかとか，売り込ん

で行く部分を進めていかなくてはいけないと思っております。来年度のスケジ

ュール案を示しましたけども，こういったことを皆さんと一緒にいろいろ考え

て，計画策定に向けて取り組んでいきたいと思っておりますので，よろしくお願

いします。 

今後の観光に関する事業として，お知らせという意味でありますが，来年も１

月５日から市内の農園でイチゴ狩りが始まります。これもかなり人気で，農家さ

んから聞いた話では，人気があるものですから午前中で無くなってしまうとか。

これもインフラ整備の一つかもしれませんが，人気がある上に苦しい部分があ

ります。また，商業施設とのコラボレーションで，２月１４日にユアエルム八千

代台店でダイヤモンド富士の鑑賞会を私どもの主催で行います。また，３月には，

河津桜が見頃の時期を迎えます。こちらの桜については，他の桜が咲いていない

時期になりますので，問い合わせをかなり多くいただくようになってきており

ます。河津桜の時期には本当に問い合わせが多いんですけれど，速水委員が言わ

れた通り，他にもたくさん桜の名所がありまして，ソメイヨシノの時期になると

パタッと連絡が来なくなるんですね。どこがどういうふうに勝負して，皆さんが

見ているのかということを我々も実際に感じているところでございます。また，

新川千本桜まつりが３月初め，その後はいちご＆ミルクまつり，４月には源右衛

門祭が行われますので，皆さんお時間がございましたらぜひ足を運んでいただ

ければと思います。以上でございます。 

 

議長（市川委員） 

ありがとうございました。本日の議題は全て終了いたしました。これで令和元

年度第１回八千代市観光振興懇談会を閉会させていただき，議長の任を解かせ

ていただきたいと思います。 

本日は積極的なご意見をいただきまして，円滑な議事運営にご協力いただき

誠にありがとうございました。大変お疲れさまでした。 

 

―――――――――  閉  会  ―――――――――― 

 

 


